
カ ナ ダ 移 民 政 策 の 歴 史(上)

一移民政策策定 のプ ロセス とメカニズ ム－

村 井 忠 政

は じ め に

カナダはよく言われるように移民によって創られた多民族からなるモザイク国家であり、多文

化主義 と二言語主義を国の政策 として掲げている。したがって移民の歴史はカナダ史の叙述 の中

でも重要な部分を占める。しかしながらカナダにおける本格的な移民政策に関する先行研究は意

外に少ないことに驚かされる。当然のことながら、わが国においてもカナダの移民政策に関する

研究論文の数もきわめて限られている。本稿の目的は、1867年 のコンフェデ レーション(カ ナダ

連邦結成)か ら現在に至るまでのカナダの移民法と移民政策の変遷の歴史を辿 り、移民法や移民

政策の策定のプロセスでどのような力が作用 したか、そのメカニズムを明らかにするところにあ

る。説明の便宜上、本稿においては、カナダの移民政策の歴史を次の9つ の時期に区分すること

にしたい。

I第 二次世界大戦前の移民政策

① コンフェデレーション以前(1497年‐1867年)

② 自由渡航時代(1867年‐1896年)

③ シフ トン時代 とカナダ西部開拓(1896年‐1914年)

④ 第一次世界大戦 と復興期(1914年‐1929年)

⑤ 大恐慌期(1930年‐1937年)

⑥ 景気回復期と第二次世界大戦(1938年‐1945年)

Ⅱ第二次世界大戦後の移民政策

⑦ 第二次世界大戦後の好況期(1946年‐1962年)

⑧ ポイント・システム導入期(1963年‐1967年)

⑨ 現在(1977年‐ 現在)

以下、順次これ らの時期の移民政策についてそれぞれの特徴を概観する。なお、本稿において

は第二次世界大戦前の移民政策についてとりあげ、第二次世界大戦後の移民政策については次号

にまわすことにする。
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1第 二 次 大 戦 前 の 移 民 政 策

① コンフェデ レーシ ョン以前(1497-1867年)

第1期 「コンフ ェデ レーシ ョン以前」 は最初 の ヨー ロッパ人が カナダに到着 した1497年 か ら18

67年 の コンフェデ レーシ ョン(カ ナ ダ連邦結成)の 年 までの約400年 で ある。この時期は さらに次

の3つ の時期に小区分される。

1.ヨ ー ロッパ人の定住か ら 「征服」 まで(1497年 一1760年)

1497年 に イタ リア人 ジ ョン ・カボット がイギ リス国王 ヘ ン リー7世 に派遣 されてイギ リス海軍

の艦 隊を率 いて大西洋を横断、 ニューフ ァン ドラン ド沖の浅瀬 グラン ド・バ ンクスで大量 の鱈 の

群を発見 した。 この新 しい漁場のニ ュースが広 がるとヨー ロ ッパの 大西 洋岸 の漁 民 たち は毎 夏

ニューファン ドラン ドの海岸 と浅瀬 にバ ンカー と呼ばれ る漁船 で押 し寄せ始めた。彼 らはイギ リ

ス、 スペイ ン、ポル トガル、 フランスな どか ら鱈 を求め てニューファン ドラン ド周辺の海にや っ

てきた。

しか しなが らヨーロッパ 人 の本格的な入植 が始まるのは、1608年 にフランス 人探検家 シャンプ

レーンがセントローレンス 川 をさかのぼ り現在のケベ ック ・シテ ィに 砦(シ タデ ル)を 築 き、

ビーバーの毛皮交 易の基地 とした ことで ヌーベル ・フラ ンス植民地 の基礎 が確立 されてか らで あ

る。 ヌーベル ・フランスの歴史 は1608年 か ら1760年 ま でおよそ150年 続 くが、 この 間に ヨー ロ ッ

パか らケベック に来た移 民は1万 人を越 えることはなか った。 この ように移民 による人 口の増加

はかんば しくなか った ものの、出生率の高 さのせいで ヌーベル ・フラ ンスの人 口はそ の後着実に

増えてい く。1663年 に わずか3,000人 だ った人 口は、1712年 に は20,000人 へ 、そ して1760年 に は7

0,000人 へ と増 加を遂 げた。1

2.王 党派 の到来か ら1812年 戦争 まで(1783年 －1812年)

1775年 ア メ リカ十三植民地がイギ リスか らの独立を図 り戦争 が始ま ると、50を 越 える王党派 ア

メ リカ人の部隊 がイギ リスに組 して戦 い、戦争 の終わる頃には少な くとも10万 人の王党派 が合衆

国での生活に耐え難 く、移住 しよ うとしていた。 これ ら王党派の移住者 の うち3分 の1は イギ リ

スへ戻 り、他の ものは西 イン ド諸 島やスペイン 領フ ロリダへ 向か った。 しか し彼 らの うち4万 ～

5万 人が、1783年 にケベック や ノヴァス コシアな ど北方へ向か った。

革命時代の ノヴァス コシア植民地の人 口は約17,000人 に す ぎなか った が、お よそ15,000人 の 王

党派 の到来に よって約2倍 に増 えた。 また15,000人 の王党派 がハ リファックス か ら遠 く離れ た

ファンデ ィ湾の北岸にあ るセント ・ジョン ・ヴァ レーに定住 した ので、 この地域は ノヴ ァス コシ

アか ら区別 され、1784年 ニ ューブランズウィック 植 民地 として新 たに発足 した。 このほかプリンス

・エ ドワー ド島には750人 、 ケープ ・ブレ トンには1,000人 が定住 した。 ケベ ックへ の王党派 の
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移動 は、 ノヴァス コシアへ移動 した もの よ りも少 な く、 お よそ1万 人にす ぎなか った。2

3.ヨ ーロッパから英領北アメリカへの 「民族大移動」(1815年 一1867年)

1812年 戦争一1812年 、アメリカ軍がカナダに2度 目の侵攻を試みたが失敗 した一に伴い、英領

北アメリカへの人々の移動の時代が終了することになった。 ヌーベル ・フランスの陥落以来、カ

ナダへの移民の主流はアメリカの十三植民地からのものであり、この時期の英語系移民の多 くは、

熱心な王党派(ロ イヤ リス ト)で あろ うと無関心な共和主義者であろうと、大陸に因縁深い北 ア

メリカ人であった。しかしいまや陸路によるアメリカ人の移住はほとんど終わ り、大西洋を渡 っ

てイギ リスから来る人々の流れにとって替わられた。彼 らは人 口を非常に増加させることで、英

領北アメリカの発展を促進しただけでな く、その社会に新 しい要素を加え、カナダをアメリカか

ら区別するのに一層多 くの貢献をした。

アメリカ人の定住の流れは1815年 以降、さまざまな理由か ら次第に鎮まっていった。沿岸地方

ではもちろんアメリカ人の移住は王党派の到来をもってす っか り終わってしまってお り、ニュー

ファン ドランドにはついに及ばなかった。また王党派であろうとなかろうと、フランス 語系のロ

ワー ・カナダ(現 ケベ ック州)に 、アメリカ人の移住が多いとい うこともなかった。 しか しアメ

リカ合衆国から大量の定住者を受け入れたアッパー ・カナダ(現オンタリオ 州)で は、1812年 戦

争後の反アメリカ合衆国感情と、住みついてから7年 を経過 しな くてはアメリカ人が土地を獲得

することができないとい う新 しい法の制定によって、移住に水が差 された。 しか しそれ よりも影

響のあったのは、アメリカ合衆国のフロンティアにおける西漸運動が、いまやアッパー ・カナダ

を通過してしまったとい うことであった。アメリカ合衆国の開拓者たちはアメリカ合衆国の中西

部の開放で、征服する広い活躍舞台を見出したのである。

とか くするうちに、英領北アメリカがこれまで経験 したものよりはるかに大規模な移住の奔流

を供給する新しい状態が大西洋のかなたで生 じた。1815年 － ウイーン会議が終了した年、 これに

伴いヨーロッパ の秩序回復が図られた－までは、永い間の戦争が大部分のイギリス人を国内に縛

りつけていた。戦時中に他国へ移住することの危険や、フランス革命およびナポレオン戦争の間、

人的資源を絶えず必要としたことが海外へのイギ リス人の動 きを制限してしまっていた。それ以

前には、フランスとイギリスの間の戦いを内包していたアメリカ独立戦争が、イギ リス人の移住

に同様の結果をもたらしていた。しかし1815年 以降ヨーロッパでは平和な時代が到来 し、1850年

以降になってようや く衰微するまで、イギ リス人による移住の大波がカナダに押 し寄せ始めた。

平和とともに時代の困難さも、人々を混み合ったイギ リスから海外のひろびろ とした肥沃な原

野へと送 り出した原因であった。ナポレオン戦争が終わったことは、突然の不景気 と深刻な失業

を引き起こした。次第によくはなっていったが、イギ リスにおける産業構造の変化が非常に早

かったことは、貧 しい人々に緊張と苦痛をもたらし続け、その うちの多 くのものが新 しい生活を

求めて自分たちの目を海外に向けた。貧 しい者ではな くても、開発を求める未開の土地に見出さ

れるであろうすばらしい機会 という物語に魅せられて、人々は植民地を眺めていた。こうして18
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15年か ら1850年 までの35年 間に、英領北アメリカは止まることのない移住者の流れをイギ リスか

ら迎え入れたのである。

1815年 から1850年 の間にイギ リスから英領北 アメリカの植民地へやってきた人の数は、それま

でにこの植民地の全域に来た人々よりも多かった。植民地の総人 口は、1815年 の50万未満から18

50年 の300万 近 くにまで跳ね上がった。全部で80万 人近い移民がやってきたのである。彼 らは解

雇 された兵隊であ り、ウェリントンの軍隊で俸給の半分 しか支払われなかった将校たちであ り、

アイルランドの織工や貧民であ り、スコットラン ドの職工や土地から立ち退かされた小作人であ

り、イングランドの田舎の労働者や工場労働者であった。何人か中産 もしくは上流階級の移民も

いたが、だいたいにおいて郷紳農民(ジ ェン トルマン)に なろ うとい う希望 も果たせなか った

人々であった。実際問題として移住しようとい う必要性や強い衝動は、下層の人々の間で最も強

かった。多 くの人々が彼自身と家族のための旅費としてその最後の資金をかき集めて来ているの

で、到着 した時には一文無しであ り、植民地の限られた資源にしがみつ こうとした。1840年 代末

のアイルラン ド飢饉の移民たちは、この種の人 々の中でも多分最悪のものであったろう。到着 し

たとたん、餓えと病気が彼 らを束にして移民小屋に運んでいった。 しか し新大陸での労働力の絶

え間ない需要は、強壮であ りさえすれば、一文無 しでやってきたとしても生計を稼ぎ出し、 この

国のや り方を習得 し、自分の農場を買 うのに十分な貯えを得る機会が与えられたのである。3

② 自由渡航時代(1867年 一1895年)

第2期 の 「自由渡航時代」は カナダ連邦 が結 成 された1867年 か ら1895年 ま での30年 弱 の期間で

あ り、 この間は太平洋岸の中国系移民に対す る制 限を除けば、4カ ナ ダへの移 民に対 して何 らの

障壁 も存在 していなか った。 しか しなが ら、1896年 に シフ トン(CliffordSifton)が 移 民担 当の大

臣に就任す ることで、「自由渡航時代」は終 わ りを告げ る。

1867年 、 英領北 アメ リカ(BritishNorthAmerica)の 植 民地 であるノヴ ァ ・ス コシア、ニ ュー

・ブランズ ウィック
、連 合カナダ(現ケベック とオンタ リオ)が 集 まって連邦を結成 しカナダ自

治 領(DominionofCanada)と な って、イギ リス植 民地か ら半 ば独立 した形態 になった。 これを

コンフ ェデ レーシ ョン(Confederation)と い う。この時点では ニューフ ァン ドラン ドとプ リンス

・エ ドワー ド島は 自治領 に加わ ることを拒否 していた し
、北西準州は まだハ ドソン湾会社 の支配

下 にあ った。 さらに、 アメ リカ合衆国はカナダ西部にその勢 力を拡張 しようとしてお り、連邦 政

府 の初代首相 にな ったマ ク ドナル ドに とって大 きな脅威 となっていた。

そ の後 の6年 間で プ リンス ・エ ドワー ド島 とブ リテ ィッシ ュ ・コ ロン ビアが連邦に加わ り、ル

パ ーツ ・ラン ド(英 国王 チ ャールズニ世 の王子 ルパー トの名に ちなんでつけ られたハ ドソン湾会

社 所有にな る西部 カナダか ら北西 準州 にかけて の広大 な土地)を 連邦政府が買収す ることに よっ

てほぼ現在の カナダの領土面 での基礎が出来上が った ので ある。 しか し領土が拡張 されて も、そ

こに人間が住 みつ かな くては連邦 国家 としての カナダの将来は揺 るぎ無い もの とはな らない。 マ
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クドナル ド政権にとって、広大なカナダ西部の空 白を埋め、隣国アメ リカ合衆国からの侵略に備

えるためには、大急ぎで国外から大量の移民を呼び寄せ西部へ送 り出すことが緊急の課題であっ

た。

カナダ自治領が1867年 に誕生 した時の人口はおよそ330万 人であ り、続 く数年間に新 しい諸州

が加わっても、それで増えた人口は数千人に過ぎなかった。オンタリオとケベックはあわせると

全人口の約4分 の3を 占めていた。オンタリオの方が人口が多く、かな り着実に増加 し続けたの

に対し、ケベックの人口は多数のフランス系カナダ人がアメリカ合衆国東南部の工場へ絶えず流

出したため、その増加はごく緩やかであった。またカナダ各地からアメリカ合衆国への移住が生

じ、自治領はその後の数年間は期待されていたほど早 くは成長 しなかった。イギ リスからの移住

の最高潮はコンフェデレーション以前に過ぎ去ってお り、英領諸島からの新 しい移住の大波は19

世紀末まで起こらなかった。その結果、1891年 のマクドナル ドの死の際までに、カナダの人 口は

わずか480万 人までに増えただけであった。5

カナダ西部へ移民を引きつけようとする試みは、カナダ連邦政府の農務省によって熱心に行な

われた。 このような努力にもかかわらず、当時の移民政策は失敗に終わった。毎年何千人とい う

外国人がカナダを通過するのだが、そこに止まる者の数は極めてわずかであった。正確な数字は

わからないが、1867年 か ら1892年 までにカナダにやってきた移民は150万 人に近か ったと推測 さ

れている。6と ころが、これらの移民の大多数は実はアメリカ合衆国へ流出して しまったのであ

る。この結果、19世 紀末までカナダに入って くる者の数よりはカナダから出ていく者の数の方が

多かったのである。

このように西部カナダが外国からの移民たちに定住を決意させるだけの魅力的な存在でなかっ

た理由としては、い くつかの要因が考えられる。第一の要因としては、当時はまだ西部カナダま

での交通手段がなかったことがあげ られる。 もっとも、大陸横断鉄道が完成した1885年 になって

も西部カナダに移民の波が押 し寄せることはなかったのもまた事実である。第二にカナダの競争

相手であったアメリカ合衆国やカナダ以外のイギ リス自治領の存在をあげることができる。 しか

しながら、おそらく最も決定的な要因としては、マニトバや北西準州などカナダ西部の気候の厳

しさをあげるべきであろ う。 プレーリーと呼ばれるこれ ら大草原における農業は、洪水、早霜、

旱魃、バッタの大量発生による虫害などにより穀物が壊滅的な被害に遭 うことも珍 しくはなかっ

た。7草原州に東欧(ポ ーランド、ウクライナなど)か らの農業移民が大量に定住するようになる

までには、農地の改良や旱魃や虫害に強い新 しい品種の小麦の出現な どによってこの地域の農業

生産性が向上するまで待たなければならなかった。

③ シフ トン時代と西部力ナダ開拓(1896年-1913年)

第3期 「シフ トン時代 とカナダ開拓」はシフトンが移民担当大臣の地位に就いた1896年 から第

一次世界大戦勃発の前年である1913年 までの期間である
。マニ トバ州 ウィニペグの実業家 クリ
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フォー ド・シフトン(CliffordSifton)は1896年 に政権の座に就いた自由党の ローリエ(Wilfrid

Laurier)内 閣の内務大臣(移 民担当)に 任命 される。彼が移民担当の大臣の任にあった1905年 ま

でを 「シフ トン時代」(theSiftonEra)と 呼ぶことからもわかるように、彼はカナダ移民政策の

歴史において極めて大きな足跡を残 している。彼はカナダ西部へ移民をひきつけるために ヨー

ロッパやアメリカ合衆国やイギ リスに移民業務取扱事務所を置き、精力的な宣伝戦を組織的に行

ない、大草原への汽車旅行を手配 し、選ばれたカナダ人、アメリカ人農民や新聞記者たちが、土

地の価値を自分で見ることができるように した。8な かでもとりわけシフ トンは、カナダ西部 の

自然環境の素晴 らしさとそ こでの農業の将来における発展性を視覚的に表現 した小冊子やパンフ

レット類を無数に印刷 ・刊行することに力を注いだ。9

シフ トンはカナダ西部の開拓を進める上で、 ヨーロッパからの農業労働者を大量に入植させる

計画を持 っていたが、それを実施する上で 「好ましい」移民を審査 ・選抜す る政策を採った。10こ

のようなシフトンの政策は 「選択的移民政策」 と呼ばれている。 ここでの 「好ましい」移民 とは、

カナダ社会(と りわけ英国系を中心 とした白人社会)に 最も適した集団、すなわち短期間にカナ

ダの社会や文化に適応 ・同化できると期待 される人々であった。反対に 「好ましくない」移民集

団とは、異なった文化 ・宗教 ・言語 ・習慣を持 っているためカナダ社会に同化 しに くいと思われ

る人々である。その選抜はあからさまな人種差別的な基準に基づいたものであった。1910年 の政

策報告書によれば、政府はアメリカ合衆国、英国、北欧、さらに フランス、 ドイツ等の北 ヨー

ロッパや西ヨーロッパ の国々からの移民をもっとも 「好ましい」 ものとして奨励 し、東欧、南欧

出身の移民は 「好ましい」 とはみなされていなかった。ましてや東洋系の移民は問題にならな

かったのである。11シフ トンの後継者フランク ・オ リバー(FrankOliver)も シフ トンの政策を

第一次世界大戦まで継承した。12

1913年 には50万人以上にのぼるヨーロッパ人たちが崩壊寸前のオース トリア ・ハンガリー帝国、

ウクライナ、中央ヨーロッパから移住してきた。「羊皮の上着を身につけた、がっしりとした百

姓」 とクリフォー ド・シフ トンが描写したこれらのヨーロッパ人は、たいていウィニペグを通 っ

て内陸へ進んで行き、寒さの厳 しい殺伐とした草原地方に定着した。彼 らは最初の何年かを芝土

で作 った小屋で過ごし、小麦の収穫で得た現金を貯えて、木造家屋を建てることができるまで待

つことが多かった。これらの人々は、人数においては彼らに勝るほどのアメ リカ人、オンタ リオ

人、イギリス諸島からの移住者と一緒になって、西部の小麦地帯を定住地 とし、工業製品だけで

な く金融業、運輸業の国内市場も拡大し、西部の町における不動産の急騰をもたらした。13

東欧出身の移民のなかには、そのあまりに急進的な信仰のゆえにヨーロッパ における宗教的迫

害から逃れて西部カナダへやってきた一団がいた。メノナイ ト教徒やロシアから移住 したデュカ

ボーズ教徒、ロシアからアメリカ経由でやってきたアナバプティス ト派のハタライ ト教徒がそれ

である。ハタライ ト教徒の多 くはアルバータ州とサスカチュワン州の南部に入植 し、デュカボー

ズ教徒はそれよりも北に位置するサスカチュワン州のヨーク トン周辺を選んだ。 しか しデ ュカ

ボーズ教徒は、1905年 、彼らの急進的な信仰に対する地域住民の反発や反対運動に直面 し、ブリ

206



テ ィッ シ ュ ・コロンビア州南部 の内陸地、 クー トネイ地域へ と移 り住む。 この地域 には今 日でも

かな りの数 のデ ュカボーズ教徒が住む。14

この結果、20世 紀の最初の10年 間で カナダ西 部 の草原 州(prairieprovinces)、 す な わち アル

バ ータ、サ スカチ ュワン、マ ニ トバの3州 の人 口は激 増 し、1901年 か ら1911年 ま での草原州全体

の人 口増加率は220.7%－ 同 時期 のカナダの全 国平均 は34.2%－ と い う驚 異的 な伸 びを示 した の

で ある。15こ の影響 を受 けて現在 で もこの地域 の住民 の民族構成を見 ると、 ウク ライ ナ系 や ポ ー

ラン ド系な ど東 ヨー ロッパや中央 ヨーロ ッパ出身者の占める比 率が他 の州 に比べ て格段に高い こ

とがわか る。

こうして1896年 から第一次世界大戦が勃発する1914年 までの間に、約250万 人の移民がカナダ

自治領に押し寄せてきたが、その内訳をみるとヨーロッパが約50万 人、アメリカ合衆国が約75万

人、そしてイギ リス諸島－主にグレート・ブ リテンとアイルランド－が約100万 人であった。 こ

の結果、1901年 から1911年 の移住のピーク時には、人 口は3分の1以 上増加して、500万から700万

に跳ね上がった。しかし人口の規模の変化 よりも民族構成における変化の方がはるかに印象的で

あった。新移民は大部分が英語系である一方、かなりの数が ドイツ、スカンジナヴィア、ロシア、

ポーランド、ウクライナ、オース トリア、イタリーなど非英語系の国々からの出身者で占められ

ていた。 こうしてカナダはアメ リカ合衆国に続いて、初めて人種のるつぼとなったのである。す

なわち、イギリス系 とフランス系のグループの優位は依然として続いてはいたものの、1867年 の

連邦結成の時点には取るに足らない比率を占めるに過ぎなかった非英仏系グループが、第一次世

界大戦までには総人口の5分 の1近 くを占めるまでになった。16

皮肉なことに、シフ トンの期待を裏切って、「好ましい」移民集団はその人口があまり増えず、

「好ましくない」とされた東洋系の移民人口は20世紀の最初の10年 間に急激な勢いで増え続け、

カナダへの移民到着数は1913年 には40万 人にも達したのである。この急激な東洋系移民の増加の

背景には、カナダ大陸横断鉄道(CPR)の 建設が当時進行中であり、低賃金で この重労働に従事

する東洋系－とりわけ中国系－の苦力(ク ーリー)と 呼ばれた移民労働力に対する大きな需要が

西部カナダに存在 したという事情があった。

1900年 から1915年 までの問に5万 人を超える東洋人－ 日本人、インド人、中国人からなる－が

カナダに到着 している。 これ ら東洋系移民がカナダの総人 口に占める割合はわずか2%に 過ぎな

かったが、その大多数がブ リティッシュ ・コロンビア州の太平洋岸に住みついたために、白人社

会は東洋人移民に対 して神経を尖 らせることになったのである。

中国系移民はその外見か ら来る異様 さ－当時の中国は清朝に当た り、カナダに移民してきた中

国からの移民男性はその多 くが満州族のシンボルである長い弁髪を垂らしていた一もあって中国

人に対する排斥が強 くなった。17それに替わって入ってきたのが日系人移民であった。1900年 か

ら1915年 の間に16,000人 の日系人がカナダに入ってきたが、その うち83%も がブ リティッシュ ・

コロンビア州に腰を落ち着けている。そのうちの多 くはアメリカ合衆国へ再移動した り、日本へ

戻った りしているものの、20世 紀の初頭には5,000名 に近い日系移民がブリティッシュ ・コロン
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ビア州に集住するようになった。18この結果ブ リティッシュ ・コロンビアでは東洋人排斥運動が

盛 り上が りを見せ、1907年 にはついにヴァンクーヴァー暴動が起 こり、日系人や中国人の商店が

襲撃されるという事態に発展している。このような事態を憂慮 したカナダ政府と日本政府の間で

1908年に紳土協定(ル ミュー協約)が 締結され、日本からカナダへの移民受入数は年間400名 以内

に制限されることになった。19

④ 第一 次世界大戦 と復興期(1914年 －1929年)

第4期 「第一次世界大戦と復興期」は1914年 の第一次世界大戦 の勃発に始ま り、1929年 に始

まった大恐慌までのおよそ15年 間である。第一次世界大戦においてカナダは多大の犠牲を払った。

しか しそれはカナダが世界政治の中で、アメリカ合衆国やイギ リスといった強大国との対等の地

歩を占めるうえで求められた犠牲であった。カナダの大戦への貢献は軍事力に限らず、軍需物資、

食料の供給 という点で、カナダの存在は ドイツと戦 う連合軍側にとって不可欠であった。 こうし

て対外面においては、第一次大戦で外交上の自治を一段と促進 したカナダではあったが、国内で

は徴兵問題を巡って、再びイギ リス系カナダとフランス系カナダの対立が顕在化するという厳 し

い代償を支払わなくてはならなかった。20

第一次大戦中、 ヨーロッパからカナダへの移民は激減するが、その主たる原因は、移民を輸送

する船舶の航行がきわめて高い費用を要するものとなっただけでなく、敵国軍の攻撃にさらされ

る危険を伴 うものとなったために、ヨーロッパ大陸やイギ リスからカナダへの移住が極めて困難

になったため と、それまで移民を送 り出していたヨーロッパの諸国が、自国内の軍需産業や軍隊

で多 くの人手を必要 とするようになったためである。か くしてイギ リスか らカナダへの移民数は、

1913年 には142,400人 であったのが、翌年にはその70%に まで減少してしまい、その後は年平均

7,500人 とい う数字が戦争の終結まで続いたのである。21

第一次大戦後、大恐慌に見舞われるまでカナダにはおおむね好景気が続いた。天然資源に恵ま

れた北部、その恩恵を被ることのできた中央カナダ(オ ンタリオ、ケベック)は 恵まれていた。

しか し好況の恩恵に浴さなかった沿海地方の諸州(maritimeprovinces)は1920年 代にこの地方

の利益を守る運動を起こした。このセクシ ョナ リズムは西部カナダにも波及 し、ここでは農民た

ちが自分たちの利益を守るために政治的運動を展開す ることになる。

第一次大戦中に激減したカナダへの移民は、1923年 から始まる経済的繁栄の中で再び増え始め、

1929年 には168,000人 とい う一つのピークに達した。22西部の農地はまだまだ発展の余地があ り、

アルバータとサスカチュワンは着実な成長を遂げた。

⑤ 大恐慌期(1930年 －1937年)

1929年 にアメリカ合衆国から始まった経済恐慌の波はカナダにも押 し寄せてきた。1930年 まで
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に、カナダのすべての地域が不況の悪循環のなかになだれこんでいった。世界貿易が落ち込み、

失業が増加するにつれ、人々は購買力がなくな り、商業は ドンドンと沈下 した。カナダは現在の

人口だけでも難儀していた。東部の工業地帯はひどい打撃を受けたが、ここでは地下資源に富む

楯状地(カ ナディアン ・シール ド)の 金鉱の開発が進んで東部への打撃を緩和した。極西部 もま

た太平洋貿易と漁業の衰退により影響されたが、 ロッキー山中の鉱業がふたたびブ リティッシュ

・コロンビアを助けた。もっとも大きな影響を受けたのは、一つの産品(ス テープル)一小麦一に

大きく依存 していた西部の草原州であった。世界の小麦価格の崩壊は草原州を手ひどく打ちのめ

し、大草原に便宜を与えていた鉄道の収入を減 らして、鉄道の債務 というカナダにとって費用の

かかる問題を増やした。その上、西部を襲 った旱魃 が小麦収穫高を前代未聞の低記録にとどめ、

農民が受け取 ることを期待 したであろ うわずかな所得までを奪い取ることが多かった。歳入が減

少したのに失業救済額が高騰 した草原諸州の政府は破産に直面 していた。23

英領北アメリカ法の規定によれば、福祉的援助は主として州政府および地方自治体がその責任

を負 うことになる。 しかしながらこの時期の失業者の数は州政府の財政能力をはるかに超えたレ

ベルにまで達 した。たとえば トロントでは、失業救済のための予算が1929年 から1933年 の間に30

倍にも高騰 している。24

か くして、最終的な手段として、失業中の移民を国外退去させることで財政負担を少 しでも軽

減しようとする政策がとられることになった。移民政策に関して1930年 代をそれ以前もしくはそ

れ以後の時代から区別する独自の現象としては、強制送還者の数がこの時期に異常に増加したこ

とをあげることができる。たとえば、1902年 か ら1928年 の間に平均 して年間およそ1,000名 の

人々が強制送還 されている。 これと対照的に、1931年 には7,000名 以上の移民が カナダから国外

へ退去させられ、1930年 から1935年 の間に平均 して5,700名 の人々が毎年強制送還されている。25

移民政策 との関わ りで大恐慌期を特徴づけるもう一つの現象は、政府による共産主義者お よび

過激な組合活動家(と みなされた者)の 国外退去措置が異常ともいえる熱気を帯びてなされたこ

とである。もっとも、政治的な信条や活動のゆえにカナダから国外退去 させられた移民の正確な

数は知 ることはできない。なぜなら、政府は政治的な理由で強制送還された者たちについては、

「政治犯」以外のカテゴリー－たとえば 「犯罪者」 もしくは 「生活保護者」‐として扱 うために、

正確な実態は隠されてお り、統計的数字には現れてこないからである。26

かくして、1930年 から1937年 までの大恐慌の期間は、移民受入数の激減とい う結果を招いた。

1931年 に88,000人 だったカナダの移民受入数が翌年には26,000人 弱にまで落ち込んでいる。その

後毎年移民受入数は減少 し続け、1936年 にはついに11,000人 まで落ち込み、底を突いた。

⑥ 景気 回復 と第二次世界大戦(1938年 －1945年)

第6期 「景気回復と第二次世界大戦」はカナダの景気が回復に向かい始めた1938年 から第二次

世界大戦が終了する1945年 までの時期である。1937年 におよそ12,000名 の人々がカナダに移民し
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てきている。その後その数は年々徐々に増え続け、1939年 には17,000名 に達している。 しかしな

がら、第一次世界大戦直前の1913年 にヨーロッパからカナダへの移民が38万 人を越えたことを考

慮すると、この数字は意外に少ないことに気がつ く。 この主な原因としてはヨーロッパ大陸での

戦争が拡大し、ヨーロッパの多 くの国々がナチス ・ドイツの軍隊に侵略されたことにより、旅行

が極めて危険な状態にあったために、ヨーロッパ諸国に置かれていたカナダの移民業務取扱セン

ターが閉鎖されたことがあげられるだろ う。27

1939年9月3日 にイギ リスとフランスが ドイツに宣戦布告 し、その一週間後にカナダ連邦議会は

宣戦布告を決議 した。1940年 には連邦議会下院で国家総動員法が可決通過したことによりカナダ

は戦時体制へ完全に移行 した。

戦前、戦中、それに戦後の短い期間においてカナダの移民政策の基本的な法となっていたのは

1931年3月31日 の枢密院令(P.C,695)で ある。この法令によると、移民としてカナダに入国が許

可される者は、次のいずれかのカテゴリーに属 していなければならなかった。28

(1)英 国 国民(Britishsubjects)

(2)ア メ リカ合衆国市 民(CitizensoftheUnitedStatesofAmerica)

(3)法 に よって認め られた カナ ダ住民(residents)の 妻 、婚約者、 および18歳 未満の子供

(4)カ ナ ダで農業を営むのに十分な財力を有す る農業経営者

この法令において明 らかな ことは、同 じヨー ロッパ人で も英 国国民でない場合には極 度に不利

な立場に置かれていた とい うことであ る。 これはカナダであるから当然優遇 され るべ きと思われ

るフランス人について も同 じことが言え る。英国国民 、合衆国国民 の指名 リス トに フランス国民

が加え られたのは、実に1949年 に な ってか らの ことであ った(P.C.2743)。29

また 「敵国出身者」あ るいは 「敵国の言語 を話す者」 に対 する移民禁止に よ り、 ドイ ツか らの

移民 も、大戦間の一時期を除 くと極度に制限 されていた。また この法令には言及 されていないが、

ア ジア系 の移民は他の ヨーロ ッパ人 よ りもさ らに不利 な立場 に置 かれて いた。た とえば中国系の

者 については、1923年 の 中国人移民排斥法(ChineseImmigrationAct)に よって、すでに2,500

ドル以上 の投資を して3年 以上の貿易業の実績 のある者 を除いては、国籍、宗教を問わずいかな

る中国系 の者 もカナダへの入国が禁止 されていた。30こ の結果中国系の移民 はほ とん ど完全 に停

止 した。 また上記第3項 の保証 人 とな ることので きる者 は、アジア系 の者については、1930年9

月16日 の 枢密院令(P.C.2115)に よ ると、たんなる 「住民(resident)」 で はな くて 「カナダ在

住 のカナ ダ市民(citizen)」 で ある必要が あった。

カナダ太平洋岸のブリティッシュ ・コロンビア州には早 くから日系人が定住 し、ヴァンクー

ヴァーのパウエル街には日本人町も形成 されていた。 このように日系人だけの閉鎖的なエスニッ

ク・コミュニテ ィを形成し、周囲のホス ト社会(イ ギ リス系白人からなる主流社会)に 同化 しよ

うとせず極めて異質な文化 ・宗教 ・慣習 ・生活習慣を保持 したことが、日系人に対する人種的偏

見や差別感情を醸成し、さらにこれを助長 ・扇動する反 日的な政治家の動きも加わ って、ブ リ

ティッシュ・コロンビア州における日系人排斥の風潮が強まっていった。
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1931年9月 、日本軍は南満州鉄道爆破事件を起 こし、中国大陸侵略の第一歩を踏み出した。い

わゆる 「満州事変」の勃発である。1932年3月 、日本軍は 「満州」(現中国東北地方)の ほぼ全域

を手中に収め、塊儡政権 「満州国」の建国を宣言 した。その後の日本軍の一連の突出した軍事行

動は、ブ リティッシュ ・コロンビア州内の排 日感情の高まりに勢いをつける結果となったことは

言 うまでもない。

1941年12月7日(現 地時間)の 日本軍によるハワイ真珠湾奇襲攻撃に端を発 した太平洋戦争の

勃発に伴い、カナダ連邦政府は、ブ リティッシュ・コロンビア州の太平洋岸に定住 していたすべ

ての日系人を国籍の有無に関わ らず 「敵性外国人」と規定し、彼らの市民権を大幅に制限する措

置に出た。さらに国家の安全を脅かす とみなされた38人 の日系人指導者がカナダ連邦警察(RC

MP)に よって逮捕されている。1942年2月24日 、キング首相は枢密院令(P.C.1486)を 発令

し、これによってすべての日系人は財産を没収され 「防衛地域」から立ち退 くことになる。その

多 くは ロッキー山脈内の収容所に向かったが、道路建設の現場や、アルバータとマニ トバのビー

ト(砂 糖大根)栽 培農場へ向かった者たちもいた。31
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